
第２学年 道徳学習指導案 

日 時 平成２９年６月２８日（水） 

第５校時（１３：５０～１４：４０） 

                        学 級 ２年Ｂ組（男子９人、女子１２人） 

場 所  北和中学校 ２年Ｂ組教室（南舎２階） 

授業者 三田村 美晴 

１ 主題構成表 

    主題名：自由と責任 自律 

    資料名：『みんなの自由な公園』 （出典）ＮＨＫ for school ココロ部 

 

 
 
やな 

■ 価値の分析 

 自ら考えて判断し，実行し，自己の

行為の結果に責任をもつことが大切

である。したがって，自らの規範意識

を高め，自らを律することができなけ

ればならない。また，自分や社会に対

して常に誠実で，その行為が及ぼす結

果についても深く考えられるように

することが必要である。このことを自

覚し，人間として誇りをもった，責任

ある行動がとれるようになることが

大切である。 
 中学生の段階では，自我に目覚め，

自主的に考え，行動することができる

ようになる半面，一方では自由の意味

をはき違えて社会の規範を顧みない

生活を送ったり，自分自身の行為が他

者にどのような結果をもたらすかと

いうことを深く考えないまま，無責任

な言動をとったりすることもある。 
 そこで，公園のきまりについて考え

ることを通して，自由と責任の関係に

気付き，責任感のある自律した行動が

自由には必要であることに気付かせ

たい。 

■ 資料の分析 

・公園の投書箱に、様々な利

用者からクレームがたくさ

ん書かれていたことから、

公園管理人のコジマさんは

みんなの不満を解消しよう

と、ルールをつくった。 
・しかし、不満を解消するた

めに、「禁止」のルールをつ

くっても不満が出た。 
・コジマさんは、みんなが楽

しめる自由な公園にするに

はどうすればよいか悩んで

いる。 
・それぞれが、自分の欲求が

満たされることを優先し、

不満をぶつけていること

や、相手のことを考えずに

「自由」を取り違えている

ことに気付かせる。 
・解決策を話し合う活動を通

して、本当の「自由」とは、

好き勝手に行動することで

はなく、周りのことを考え

て行動することや、自分で

考えて行動できることであ

ることに気付かせたい。 
 

■ 内容項目Ａ－（１） 

自主，自律，自由と責任 
自律の精神を重んじ，自主的

に考え、判断し，誠実に実行し

てその結果に責任をもつ。 

■ 内容項目から見た生徒の
実態（意識） 

・休み時間など、自分の都合を
優先して他者の迷惑を考え
ずに行動することがある。 

・騒いでいる生徒や、廊下でた
まっている様子に対し、不満
を感じている生徒もいる。 

・係の仕事を手伝ったり、ボラ
ンティアで進んで動こうと
する生徒がいる。 

■ 要因 
・自分の楽しみを優先して、周
りのことが見えていない。 

・ルールがあれば、守ろうとす
るが、それは怒られたくない
からという考えのもとであ
り、何のためにルールがある
のかということまで考える
ことができていない。 

■ 基本発問（◎中心発問） 
○みんな自由にしているのに、何が不満なのです

か？（それぞれの立場で考えよう） 

 

○みんなの不満をどうやって、解決しますか？ 

 

○本当にこれって、自由なのだろうか？ 

 

◎「自由」ってどんなことだろう？ 

■ 展開の構想 

・「静かに過ごしたいのに、大学生がうるさい。」「ベ

ンチに座りたいのに、座れない。」などのそれぞ

れの不満に共感させる。 
・それぞれの立場で話し合うことで、みんなの不満

が解消される方法を考えるが、ルールを決めるだ

けでは、本当の自由にはならないことに気付かせ

る。 
・自由とは、周りのことも考えながら、自分のした

いことができることである。自分の都合ばかりを

優先させていた自分に気付かせる。 

■ ねらい 

 公園のきまりについて考えることを通して，自由と責任の関係に気付き，責任感のある自律した

行動が自由には必要であることに気付く。 



２ 学習指導過程 

段階 基本発問と予想される生徒の反応 指導・援助 

導

入 

１ 「自由」について，考える。 
〇「自由」とは，どのようなことですか？ 
・自分の好きなことができること。 
・自分の好きなようにできること。 
・ルールに縛られないこと。 

 
・意図的な指名により、自由のイメージを明確化

し、自由の良さをクローズアップさせるように
する。 

展 

開 

前 

段 

２ 「みんなの自由な公園」（1′31～5′09）を視聴
する。（投書箱で利用者の苦情を知ったところまで） 

３ それぞれの立場になって考える。 
○みんな自由にしているのに、何が不満なのですか？ 
（ｂ）静かに過ごしたいのに、うるさいのだよ。 
（ｃ）犬のフンが迷惑。汚いし。 
   犬なんて、連れてくるなよ。 
（ｄ）サッカーボールが飛んできて危ないわ。 
   子供にぶつかったら、どうしてくれるのよ。 
（ｅ）だって、疲れてもベンチに座れないんだもん。 
   僕たちだって座りたいよ。 
（ａ）みんな不満ばかりで、困ったなぁ。 
 
○ あなたは、どうやって解決しますか？ 
・話し合う。 
・ルールを作る。 
４ 映像の続きを視聴する。（5′09～8′45） 
 
５ ココロ自由公園会議を始めます。みんなが楽しく

過ごせるように話し合いましょう。 
・楽器はやめてほしいな。 
・じゃぁ、楽器を弾いていい時間を決めたら？ 
・ベンチの近くではサッカーしないでください。 
・ベンチは人が来たら、譲ることにしませんか？ 
 
７ 自由について、再度考える。 
○本当にこれって自由なの？ 
・自由じゃない。ルールじゃないかもしれないけど、

約束が決められているもん。 
・やりたいのに、制限があるのはなぁ。 
・最初の（板書）自由とは、違うなぁ。 
 
◎ 「自由」って、どんなことだろう？ 
・周りのことを考えながら、自分も楽しめるように行

動すること。 
・自分勝手にやることとは、違うかも。 
・自由には、気遣いが必要。 

・視聴前に、登場人物を提示し、考えるべき立場
を決めておく。（役割の名札を配布する） 

（ａ）コジマくん（管理人）…５班 
（ｂ）田中さん…４班 
（ｃ）大学生…３班 
（ｄ）主婦…２班 
（ｅ）小学生…１班 
・それぞれの立場の言葉で、なりきって発言する

ように助言する。 
・映像からわかることだけでなく、それぞれの立

場の気持ちも問い、自己中心的な思いをじっく
り引き出し、共感できるようにする。 

・「本当にそれだけですか？」と問い、多くの不
満、心の本音、素直な感情を吐き出せる。 

 
 
・この映像でもルールを作ったが、うまくいかず、

さらなる不満が出たことを知る。 
 
・それぞれの立場になりきって、発言できるよう

に助言する。 
・「それだけで、いいのですか？」と問い、たく
さんの要望を出させることで、よりよい解決方
法を導けるようにする。 

・みんなが納得できる解決方法を、板書にまとめ
る。 

 
 
 
・最初の「自由」と、話し合った解決方法を見比

べられるようにする。 
 
・最初の自由から離れられない場合、「みんなが
自由にしていても、楽しくなかったよね？」「そ
れって、みんなが自由？」と問い、自分にとっ
ての自由が周りの人の自由を奪う可能性があ
ることに気付かせる。 

・本当の「自由」とは、何かじっくり考える時間
を確保する。 

展 

開 

後 

段 

８ 実生活での自由に過ごしている場面を思い浮か
べ、振り返る。 

○実生活での自由の過ごし方は、どちらかな。振り返
ろう。 

・休み時間に教室で大きな声で話をしていたのは、自
分のことしか考えていなかったのかもしれない。 

・休み時間は自由な時間だけど、自分のことだけ考え
ずに、周りのことを気遣えればよかった。 

・休日に電車に乗ったとき、周りの人の迷惑を考え、
静かに乗車することができている。 

・役割の名札を外し、自分のこととして考えられ
るようにする。 

 
・自分の行動をみつめられるように、自由な時の

具体例を挙げる。（休み時間、帰宅後の自分の
時間、休日など） 

 
 

終

末 

９ 書いたことを、交流する。 
・ 

・意図的な指名で、本時学んだことを学級に広め
る。 



３ 道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連 

       ＜場の内容・ねらい＞           

  

・学級合唱曲を２Ｂらしく歌えるように、みん

なで高め合う。 

・「１０秒で並んでください」と自分たちで行動

目標を決めて、活動する。 

   極 
  ○きれいな教室環境 

○わからないと言える仲間 

○みんなで高め合う 

学級目標 

  

・バス内での過ごし方や民宿での過ごし方につ

いて、担当の班が約束を決め、しおりに明記

してある。 

・民宿など、自由に過ごせる場面が多々ある。 

・約束があるから守
る。 

・怒られないために
守る。 

・とにかく自分さえ
楽しければいい。 

・周りの迷惑になら
ないように過ごそ
う。 

・みんなでいい合唱

を披露したい。 
・合唱は好きではな

いが、仲間の思い

に応えなくては。 
 

・自由って、自分の

ことだけ考えてい

てはダメなんだ。

周りのことも考え

て生活したい。 
 

・バス内や民宿で、

周りのことを気遣

いながら過ごせて

いた生徒を価値づ

ける。 

・自由な場面を具体

的に提示し、自分

の生活を振り返る

ことができるよう

にする。 

・みんなで一つにな

って取り組む姿を

うれしく思うこと

を、短学活で何度

も伝える。 

若狭宿泊研修 

【本時の道徳の授業】 

  ・主題名：自由と責任 自律 

  ・資料名：「みんなの自由な公園」 

  ・内容項目：Ａ－（１） 

 

 

【朝の会】 

・休み時間の過ごし方について、 

 このままでいいのか、問題提起

する。 

 

【帰りの会】 

・係の仕事を手伝ったり、ボラン

ンティアで動いたりする生徒

を、価値づける。 

 

【生活記録】 

・休み時間、教室の入り口付近で

たまっていたり、廊下で他のク

ラスの生徒と話していたりする

ことを問題視している生徒もい

る。 

日常活動 
・休み時間などに、

周りのことを考え

て行動できている

生徒のよい姿を紹

介し、価値づける。 
 
・「周りを見てごら

ん。」と、自分の周

りの人に目を向け

られるように、声

を掛ける。 
 
・問題をどうしたら、

解決できるのか考

えられるように生

活記録に朱書きを

入れる。 
 

・休み時間、静かに

読書をしたいの

に、周りでふざけ

あっている声が気

になる。 
・廊下でほかのクラ

スの子と話して、

たまっているの

は、よくないと思

う。 
・自分の席にほかの

子が座っていて、

困っている。 
・自分さえ、楽しけ

ればいい。 
・周りのことにまで

考えが及ばない。 

北和タイム 

 

・自分の責任を果たす 

（いろいろなことに挑戦する） 

・仲間を思いやる 

（ひとりひとりが大切にされる） 

学級開き（担任の願い） 

＜生徒の意識＞ 

 

＜指導・援助＞ 

 


